
 
 
 
 
 
 
 

第 1540 回例会 20 年 8月 18 日(月) 
12：30～ 於：海南商工会議所 

小池ガバナー補佐訪問・クラブ協議会 

 

１．開会点鐘       
２．ロータリーソング      「四つのテスト」 

３．ゲスト紹介   米山記念奨学生 呉 育羅 様 
  第 2640 地区 第２組ガバナー補佐 

小池 佳史 様（御坊東 RC） 
４．出席報告  

会員総数68名 出席者数42名 出席免除会員1名 

  出席率 62.69％ 前回修正出席率 74.63％ 

 

５．会長スピーチ      会長 宮田貞三君 

 皆様今日は。ゲスト ガバ

ナー補佐の小池さん、呉 育

羅さん、ようこそお越し下さ

いました。後ほど卓話と例会

終了後のクラブ協議会、ご指

導よろしくお願いします。 
 米山奨学生の呉 育羅さん、

20年 3月までの予定でしたが、

お産でしばらく学校をお休み

した為に 9 月までお世話させて頂く事になっていま

す。カウンセラーの上芝さん、よろしくお願い申し上

げます。そして、地区からの要請により、このたびロ

ータリー財団の国際奨学生、語学留学生のニルダ・ベ

イルネさんを 20年 10月から 21年 3月まで 6ヶ月間、

当クラブでお世話させてもらう事になりました。フィ

リピン出身の女性の方で英語の先生です。岸さんにカ

ウンセラーお願いしました。お世話よろしくお願い申

し上げます。クラブに出席された折は、皆様ニルダさ

んに出来るだけ声をかけて下さい。 
 お盆休み、皆様いかがお過ごしでしたか？今年の夏

は北京オリンピックと甲子園の高校野球、熱戦が続き、

大変な盛り上がりです。頂点を目指しての真剣な戦い

に感動しました。今年の智弁和歌山のエースの岡田君

は、小池ガバナー補佐と同じ御坊出身です。初戦から

三回戦まで素晴らしい投球でした。来年が楽しみです。

静岡の常葉菊川戦では、三人のピッチャーで１イニン

グ 10 失点しました。智弁和歌山の高嶋監督も記憶に

ないとコメントしていました。そして、チームとして

精神力の弱さを指摘されていました。監督の言いたか

った事は、１学年 10 名の野球部員で、夏が終わると

部員は 20 名になります。20 名の部員では、仲良しク

ラブの雰囲気でチーム内の競争意識が育ちにくい、部

員の多いチームでは毎日が競争です。レギュラーを勝

ち取るまでに精神力が育ち、ここ一番の試合で精神力

の違いが出てくると言いたかったのではと思いまし

た。部員の多い学校の利点です。数は力です。ロータ

リークラブも同じです。8 月は会員増強月間となって

います。新入会員の増強にご協力お願い申し上げます。 
 
６．ゲスト卓話 

ガバナー補佐 小池 佳史 様 (御坊東ＲＣ) 

皆さん、こんにちは。本

日の卓話とクラブ協議会

よろしくお願いします。 

私が御坊東ＲＣに入会

させて頂いて１２年にな

ります。その間、色んな職

場見学もしくは経営者に、

お会いして話を聞かせて

頂いた中で特に印象に残

っている事を話しさせて頂きます。まず、関西国際

空港ＲＣに依頼してボーイング７４７ジャンボ機

のコックピットとスチュアーデスの仮眠場所を見

学し、次に島精機の島 正博社長の苦労話を聞かせ

て頂きました。最後に住友金属工業和歌山工場のシ

ームレスパイプの製造している現場を見学させて

頂きました。その機会を与えてくれた人が和歌山西

ＲＣの湯浅富夫氏です。彼の手記に書かれています、

国際ロータリーが引き寄せた「奇跡」を紹介させて

頂きます。 

『湯浅氏は旧満州で終戦を迎えて捕虜となり、遠

くマルシャンスク収容所（モスクワの南）で強制労

働を強いられていた当時、急性虫垂炎から腹膜炎を

併発、死のふちをさまよいました。そのとき、隣接

するドイツ軍の捕虜収容所にいた軍医の手術で、九

死に一生を得て帰国。二十数年後、和歌山ロータリ

ークラブ創立４０周年記念式典の会場に、たまたま 

講演者として招かれていた、命の恩人ドクトル・ク

リストフ・ケンプ氏と、互いにロータリアンとして
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再会されたのです。その再会の場面を、要約して紹

介します。それは、ドイツ人講演者の話が、第二次

世界大戦後の思い出に及んだときでした。先の大戦

中、そのドイツ人は、欧州戦線でその名を馳せたロ

ンメル戦軍軍団の軍医として従軍していたそうで

す。そして講演の中で、「激しい戦闘の後、やむな

く捕虜となり、マルシャンスク（収容所）に収容さ

れました。（中略）一つ忘れられないことがあるの

です」と話したのに続いて、別棟にいた日本軍の捕

虜がある日、急性虫垂炎から腹膜炎を併発して狂っ

たように苦しんでおり、近くの町で、急きょかき集

めたハサミやナイフ、糸で、麻酔もせずに開腹手術

したことを述懐。「衛生状況も悪い上に緊急手術で

したから、たぶん、その日本兵はもう亡くなってい

ることと思います」と、ここまで話されたとき、演

壇に駆け上がる一人のロータリアンがありました。

この講演者こそ、湯浅氏の命の恩人で元ドイツ軍の

軍医、当時、日独文化研究所の理事として来日中だ

ったケンプ氏であり、駆け上がったのは、湯浅氏本

人であったのです。湯浅氏は、「ロータリーがわれ

われ二人のロータリアンを引き合わせてくれた。こ

の日以後、ロータリーに対する自分の考え方と、奉

仕の考え方が変わった。お腹の手術痕を見ては、超

我の奉仕をしなければならないと考えるようにな

った」と、私たちに話されます。この手記は、本年

五月に開催される大阪（関西）国際大会に出席でき

る喜びと、先年、鬼籍に入られたケンプ氏をしのん

で書かれたものです。「事実は小説よりも奇なり」

と言いますが、それを地でいく手記です』 

ありがとうございました。 

 

７．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 1541 回例会 平成 20 年 8 月 25 日(月) 
12：30～ ゲスト卓話 タイ王国への支援 

            青山 ジェニー 様 
 
 
 

 

的場賢美君  初孫が産まれました。１ヶ月弱早かっ

たので心配しましたが、スクスクと成

長しています。 

平尾寧章君  小池様、本日はよろしくお願いします。 

辻 秀輝君  長男は今、東京の病院で研修中ですが、

盆の期間５日間帰ってきて代診して

くれました。 

開業以来はじめてゆっくり出来た５

日間でした。 

宮田貞三君  小池ガバナー補佐様、後ほど卓話とク

ラブ協議会よろしくお願いします。 

横出 廣君  久しぶりに出席しました。 

 
 
 
 
 
ナイジェリア大統領が 

ポリオ撲滅を約束 
現存するポリオ発症国の一つ、アフリカ・ナイジェ

リアのウマル・ムサ・ヤラドゥア大統領は、ポリオ撲

滅への貢献をたたえられロータリーのポリオ撲滅チ

ャンピオン賞を受賞。その際、ナイジェリア国内での

ポリオ撲滅に向けた活動を継続すると宣言しました。

この賞は、ポリオ撲滅に重要な貢献をした国家元首や

保健組織のリーダーなどを表彰するものです。7 月 24
日、首都アブジャで、ロータリー財団管理委員長のジ

ョナサン・マジィアベ氏から賞を受けたヤラドゥア氏

は「国内から完全にポリオを撲滅させることについて、

この賞は私に大きな責任を感じさせるものです」と発

言しました。かつての州知事時代から国内のポリオ撲

滅に強力な支援を続けています。彼のリーダーシップ

のもと、ナイジェリアはワクチン投与の支援として

3,400 万ドルの拠出を誓約し、さらに撲滅に向けた活

動のスピードと量を促進するとしました。また、今年

初めに行われたポリオ撲滅キャンペーンには、ヤラド

ゥア氏の夫人が個人的に参加しています。 
 
クリンギンスミス氏が 

2010－11 年度ＲＩ会長に指名される 
 アメリカ・ミズーリ州のカークスビルロータリーク

ラブに所属するレイ・クリンギンスミス氏が、2010
－11 年度国際ロータリー会長として指名委員会によ

り選出されました。対抗候補者がいない場合は、10
月 1 日をもってクリンギンスミス氏が会長ノミニー

となります。クリンギンスミス氏は、ミズーリ大学で

経営学および法律の学位を取得した後、ロータリー財

団国際親善奨学生として南アフリカのケープタウン

大学大学院へ留学。1973 年からカークスビルにある

ノースイーストミズーリ州立大学（現トルーマン州立

大学）で総合弁護士と経営学の教授を務め、1995 年

に退職するまでの間、5 年にわたり管理学部長の地位

も修めました。現在は弁護士事務所を経営する傍ら、

2001～2004 年にかけ郡政委員を務めたほか、1971
年からはメーコンアトランタ州立銀行の理事、1982
年からはシャリトン・バレー障害者協会の会長を務め

ています。さらに地域社会で数々の表彰を受けていま

す。ジュディー夫人との間には子どもが二人、孫が三

人います。1961 年ロータリーに入会。地区ガバナー

を経て、1998 年規定審議会ならびに 2008 年ロサン

ゼルス国際大会委員会の委員長に就きました。1985
－87 年度にＲＩ理事、1986－87 年度に理事会執行委

員会委員長、2002年にロータリー財団管理委員、2005
－06 年度に副委員長を務めました。大口寄付者で、

財団の功労表彰状と特別功労賞の両方を受賞してい

ます。 

会報・ＩＴ委員会   委員長 西川 富雄  副委員長 吉野 稔  委員 山東 剛一、田村 能孝、吉田 昌生 山畑 弥生


